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出雲市では国指定史跡の西谷墳墓群の隣接地に、平成22年春の開館

をめざし出雲弥生の森博物館を建設中です。この建設事業に伴い事前

調査を寒施しましたところ、新たに西谷横穴墓群第3支群を発見いた

しました。幸いにも計画変更により現状保存をすることができました

ので、今後の博物館活動等に活用してまいりたいと考えています。

また、北島国造家石垣調査は、北島国造家のご配慮により改修工事

に合わせて調査を行うことができ、同家の歴史を考える上でも貴重な

成果を得ることができました。

さらに、日御碕神社境内遺跡は、昨年度報告の第1次調査に続く、

第2次調査の内容を掲載いたしました。

本書が多少なりとも地域の歴史と文化財に対する住民の皆様の理解

と学習の助けとなれば幸いです。

なお、本書は昭和62年度に第1集を刊行して以来、平成18年度の第

17集まで、埋蔵文化財の調査を中心に掲載してまいりましたが、この

たび、書名を新たにして再出発をすることといたしました。今後は埋

蔵文化財に限らず、文化財全般を対象とし、文化財保護行政の成果を

逐一掲載していくことといたしましたので、今後ともご支援を賜りま

すようお願いいたします。

最後になりましたが、このたびの調査にあたり文化財所有者、地元

の方々や関係各方面のご理解、ご協力をいただきましたことに対し、

心から厚くお礼申しあげます。

平成20年3月 出雲市教育委員会

教育長　黒目　俊策



1本書は、平成18◎19年度に出雲市教育委員会が実施した北島国造家石垣調査、西谷横穴墓

群第3支群、日御碕神社境内遺跡の調査報告書である。

2　調査は下記の期間◎体制で実施した。

北島国造家石垣調査

調査地　出雲市大社町杵築東

調査期間　平成19年（2007）3月10日

調査体制　調査主体　出雲市教育委員会
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主査）
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主事）

西谷横穴墓群第3支群

調査地　出雲市大津町

調査期間　確認調査　平成19年（2007）9月25日～平成20年（2008）2月19日

本調査　平成19年（2007）11月19日～平成20年（2008）2月14日

調査体制　調査指導　東森　晋（島根県教育庁文化財課文化財保護主任）

調査主体　出雲市教育委員会

事務局　花谷　浩（出雲市文化観光部次長兼文化財課学芸調整官）

石飛幸治（

川上　稔（

清水良洋（

調査員　景山真二（

原　俊二（

坂本豊治（

須賀照隆（

調査補助員　佐藤睦子（

整理作業員　飯園陽子　妹尾順子

同　　文化財課課長）

同　　　　　　主査）

同　　出雲弥生博物館創設準備室係長）

同　　　　　　埋蔵文化財係係長）

同　　　　　　　　　　　　主任）

同　　　　　　　　　　　　主事）

同　　出雲弥生博物館創設準備室主事）

同　　　　　　埋蔵文化財係臨時職員）



発掘作業員　青木　孝　安食　栄　飯塚丈夫　大輝正人　川上靖夫

佐藤倭和子　高根　豊　高橋義政　土肥源市　中問盛夫

新田幸男　藤江　実　星野篤史

調査協力　渡連貞幸（島根大学法文学部教授）、西尾克己◎廣江耕史◎

角田徳幸◎原田敏照（以上　島根県埋蔵文化財調査センター）

大福工業株式会社

日御碕神社境内遺跡

調査地　出雲市大社町日御碕

調査期間　平成19年（2007）4月4日

調査体制　調査主体　出雲市教育委員会

事務局　花谷　浩（出雲市文化観光部次長兼文化財課学芸調整官）

石飛幸治（　　　　同　　文化財課課長）

川上　稔（　　　　同

景山真二（　　　　同

調査員　遠藤正樹（　　　　同

調査補助員　成相幸子（　　　　同

整理作業員　飯囲陽子　石橋陽子　吹野初子

主査）

埋蔵文化財係係長）

主事）

臨時職員）

3　本書の執筆は、北島国造家石垣調査を曽田が、西谷横穴墓群第3支群を原が、日御碕神社

境内遺跡を遠藤と藤田大輔（埋蔵文化財係臨時職員）が行い、編集は原が行った。

また、北島国造家の石垣については、出雲教の馬庭孝司氏から玉稿を賜った。

4　本書で用いた平面直角座標系ⅩY座標は世界測地系である。レベル高は海抜高を示す。

5　本報告書掲載の遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会が保管している。
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瑠　はじめに

平成18年（2006）12月、出雲教総務部から、北島国造家石垣の破損等が激しいため修復工事を

実施する予定であると出雲市文化財課に連絡があり、石垣の調査と記録等について相談があった。

協議の結果、事前に石垣調査を実施することとなり、平成19年（2007）3月10日に石垣の立

面図実測及び写真撮影を行った。また、工事に際しては施工業者の協力のもと、補足的に写真

撮影、図面作成等の記録作業を実施した。

2　位置と周辺の環境（第瑠　02図）

現在、北島国造家の屋敷は北山山系の亀山南裾に位置し、吉野川左岸に所在している。古く

は出雲大社の御本殿裏、八雲山の麓にあったが、寛文の造営に際して境内が北側に拡張された

ため現在地に移転している。屋敷替は寛文2年（1662）8月から始まり、同4年（1664）12月

に転宅が完了している。
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第1図　北島国造家屋敷　位置図（S＝1／2500）
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現在の屋敷は真名井通りに面して大門が開き、正面に国造館がある。この門は両側の長屋や

石垣、石段等と共に安政6年（1859）に、時の松江藩主松平定安から奉納されたものであるこ

とが棟札によって判っている。また、東には信徒会館、祖霊社が建っており、屋敷の西側には

出雲大社セロ門に接して四肺門が北面し位置している。この四肺門は、寛文年間に旧地の表門

を移築したと伝えられ、昭和43年（1968）6月、島根県指定文化財とされている。
かみむすぴぃのちぬしのかみのやしろ（いのちぬしのやしろ）

北島国造家の約200メートル東には、出雲大社摂社神魂伊能知奴志神社（命主社）が鎮座し

ている。寛文年間の造営には、石垣の築造など社域の用材とするため命主社の裏から石を大量

に切り出しており、『御造営日記』には、その際複数の武器形青銅器と1個の勾玉が出土した

と記されている。

3　調査の結果（第2～5図、図版1～の

調査した石垣は、真名井通りと吉野川に面する石垣の一部である。本報告では、真名井通り

沿いの大門東側の石垣を石垣A、真名井通りから吉野川沿いの石垣を石垣Bと呼称することと

した（第2図）。また、島根県指定文化財の四脚門の東に隣接する石垣を石垣Cとし立面図作

成、写真撮影を行った。

以下、調査の概要を述べ、詳細については出雲教の馬庭孝司氏に後述して頂くこととする。

石垣A（第3図、図版1～4）

大門から東へ14mの地点から36mまでの範囲で、道路面からの高さは西側で1．8m、東側で

2．3mを測る。大門から東に25mの地点ではクランク状になり、1．5m南に屈曲し東へと伸びる。

石垣Aは第3図のEラインに縦に目地が通り、これを境にして東西の石の積み方に相違が認め

第2図　北島国造家屋敷　配置模式図
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第3図　石垣A　実測図（S＝1／40）
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第4図　石垣B　実測図（S＝1／40）



第5図　石垣C　実測図（S＝1／40）
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第6図　出土遺物実測図（S＝1／3）

られており、修理のために解体したところこの境に沿って北に長さ2m以上の石積みが残って

いた（図版3－1）。『天保杵築惣絵図』によれば、この石垣は北島国造家の長屋門の東で、北

へと折れて伸びる石垣であると考えられる（第8図）。

また、Eラインより東側は裏込め石の問から明治～大正期の磁器が出土した。このことから、

ここより東側の石垣は後世に積み直されたものであることが分かった。なお、Eラインより西

側の石垣解体の際には、時期（陶磁器等）の分かる遺物は発見できなかった。

石垣B（第4図、図版2）

吉野川から東へ16mの範囲と、吉野川沿いの南北3．8mの範囲で、道路面からの高さは2．0m

～2．5mである。石垣Bは、寛文の造営に伴う石垣と考えられていたが、真名井通り沿いの石

垣解体では根石が確認されず、石垣の南に敷設されている道路側溝の下に根石が確認された。

このことから道路沿いの石垣は、屋敷側に引いて後世（大門建て替え時）に積み直されたもの

である可能性があり、側溝下で確認した根石が寛文期の石垣であると推定される。吉野川沿い

の石垣については、『御造営日記』の記述等から寛文の屋敷替えに伴うものと考えられる。時

期の判別できる遺物の出土はなかった。

ー9－



石垣C（第5図、図版2）

四脚門の東に隣接する石垣で、高さは1．8mを測り、実測した範囲は西面（I－J）3m、

南面（J－K）3m、東面（K－L）2mの長さであった。石垣Cは現時点では解体修理を行っ

ていない。

遺物について（第6図、図版3）

石垣AのEライン東側の裏込め石の間から、瓦、すり鉢、碗や火入れ等の磁器、排水用土管

がコンテナ1精分出土したが、いずれも明治以降のものであった。このうち磁器の一部につい

て実測し掲載した。

1～4は碗である。1は型紙刷り、2、3、4は銅板刷りである。2、4は明治から大正時

代、3は大正から昭和にかけてのものである。4には二宮翁の模様が見える。5、6は型紙刷

りの火入れである。5は明治時代、6は大正時代以降のものと考えられる。

（出雲市文化財課　曽田辰雄）

4　小　結

天保絵図に描かれた石垣

第8図は江戸時代後期、天保年間（1830～43）の杵築のまちを措いた『天保杵築惣絵図』

（千家尊祐氏所蔵）の北島国造家周辺部分を示したものである。

この絵図で、石垣は左端の吉野川から出雲の森（ムクの大樹が荒垣に囲まれている）まで、

中ほどにある長屋門をはさんで東西まっすぐに措かれている。そして、出雲の森の手前で北に

折れ山裾まで続いていて、現在の石垣とはかなり様相が異なっている。調査が行われた石垣及

び関連施設について比較するとそれぞれ次のようになる。

石垣A

調査結果によると、石垣Aは第3図のEラインから東に後世積みなおされた形跡があり、こ

のラインの左側に積まれている石は角石で、ここから北に石積みが確認された（第3図下段、

図版3－1）。この北に向かう石積みは、絵図の長屋門の東に描かれている北に向かう石垣の

一部と推定される。

また、図版1－2に示すように石垣Aの東端は土塀につながっているが、ここにも角石が積

まれており、同様に北に向う石積みが認められた。この石積みは絵図（第8図）の出雲の森に

隣接した角から山麓に至る石垣の一部に相当すると考えられる。すぐ北に描かれている大小2

棟の建物は、手前の大きい方が米蔵、小さい方が雑品を納める蔵として使われていたが、昭和

30年代に取り壊された。

この石垣Aの石を除いたところ、図版4－1に示すような湧水があり、出雲の森に近いとこ

ろで黒い泥土の層が認められた。出雲の森は例年6月1日に斎行される「真菰の神事」の場と

して知られている。この神事については『出雲大社の祭礼行事』所収の関和彦氏による「涼殿

－10－



第7図　『天保杵築惣絵図』（部分）千家尊祐氏所蔵
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祭の始源」に詳しい考察があり、「本来、涼殿神事は涼殿（出雲の森）の東側を流れていた吉

野川の水際で行われていたのであろう」とされているが、泥土はこの川の水際に溜まった土で

ある可能性がある。

大門と門前の道路

絵図に描かれている長屋門は寛文の屋敷替えにあたって建てられたもので、現在の大門とは

位置も形も異なっており、現存する千家国造家の長屋門とほぼ同じ形式・規模の門であったと

思われる。

一方、大門は安政6年（1859）に時の松江藩主松平定安公から奉納されたものであることが

棟札によって判っており、松浦造園株式会社の門脇健五氏（島根県石垣工指導員）の調査によ

り、周辺の石段、石垣も含めて一体に造られていることが確認された。恐らく建造から200年

近く経って長屋門の傷みがひどくなったため建て替えられ、左右の石垣もこのとき改修された

ものと推定される（図版2－1）。

なお、大門の左右の石垣は、隙間をなくすために形を整え、表面を加工した石を積み上げる

切石積（きりいしづみ）と呼ばれる手法で築かれており、他の部分のように適当な大きさに割っ

た石を積み上げる野面積（のづらづみ）よりも丁寧な造りになっている。

門前の道路だが、寛文の造営にあたって境内の大規模な拡張工事が行われ、石垣の構築や埋

め立てに必要な大量の土石を運ぶために、北島国造館から東へ600～700mほど離れた本郷と、

命主社の裏に向けて幅2間の道路がっくられた（第1図）。このことは、当時北島国造家の筆

頭上官であった佐草日清の手になる寛文の造営についての記録、『御造営日記』（佐革平安氏所

第8図『天保杵築惣絵図』（北島国造家周辺部分拡大）干家尊祐氏所蔵
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蔵）に述べられている（「大社の史話　第147号」所収、拙稿「出雲大社寛文の造営と大八車」

参照）。

絵図の門前の道路は石垣に沿ってまっすぐに措かれているが、これが当初の2間幅の道路で、

現在の道路幅は、石垣Aのクランクになっている部分（図版1－2）から西が3問半弱、東が

約2問半と広くなっている。恐らく大門の建て替えが行われたときに、クランクから西の路幅

を1間広げて石垣が積みなおされたものと考えられる。平成20年度以降、この道路に下水道が

整備される計画があり、その折に詳細な調査が行われることを期待したい。

石垣B

石垣Aと同様、石垣Bの道路沿いの部分は大門の改築にあたって積みなおされたと思われる

が、吉野川に沿った部分については、『御造営日記』の寛文四年六月廿日の条に「同日吉野川

石垣西側今日より根石っき始申候、甚右門棟梁仕候川はば底こて九尺　同日北新地ノ石垣（西

面）高サ六尺下ノ川石垣より五尺跡へ退テ築申候　今日より根石置始申候、棟梁は長右門六太

夫両人仕候」（読み下しは八鹿町教育委員会『名草神社三重塔と出雲大社』による）という記

述があり、石垣の高さや川の石垣からの距離などが日記の寸法とほぼ一致している。他にも石

垣の現状と『御造営日記』の記事とがよく一致する例が見られることから、石垣Bの吉野川に

面した部分はほぼ寛文の屋敷替え当時のままと考えられる（図版2－3）。

命主社裏からの採石

石垣の石材については、前述の門脇氏により命主社裏の亀山山麓に散在している浮石と同じ

安山岩と確認された。『御造営日記』に、ここから石が運び出された経緯が次のように書かれ

ている（「大社の史話　第151号」所収、拙稿「飼犬◎勾玉は命主社の神器」参照）。

◎寛文四年七月二日　同日命主社ノうしろの山本薮苅払、是より石取遺せ可被申支度也

◎同年七月六日　今日より命主うしろの山より大石車こて引、此所昔亀山の峯ノロノ崩大石数

多落候て在之、此頃石大工こわらせ被申候、慶長御造営ノ御宮土代石も此所より出申之由

◎同年七月廿一日　終日曇、命主より車にて石取

◎寛文五年八月四日　同日命主社ノ東こ山より落申候大石五丈四方ノ石三ツ二丈余ノ石ニッ在

之　今日より切割始申候

◎同年八月八日　同日命主社東ノ大石ノ脇こて叙ノ折掘出ス

現地の地形と地形図（第1図）を照らし合わせてみると、命主社裏の亀山の斜面は急ではあ

るが北島国造館裏の斜面とくらべると緩やかになっており、昔（『御造営日記』によれば南北

朝時代）崩れたように見え、また、信徳会館付近の等高線が南に突出しているのは土石がこの

あたりまで流れ出てきた跡のように見受けられる。この記事の通り、命主社の裏から東にかけ

て亀山から崩れ落ちてきた大小多数の浮石があり、これが運び出されて石垣に使われたとすれ

ば、現在のような地形になるのは自然に思われる。なお、命主社の東は崖になっているが、こ

こに大きな石があってこれを取り除いたために崖になった可能性も考えられる。

－13－



大石に残っている矢穴

現在命主社と後ろの山際まで40～50mほどの間は薮になっているが、命主社から北に向かっ

て左奥の山裾に、高さe幅共に7m位の大石が一つ残されている（図版4－2◎3）。

平成19年2月5日、門脇氏がこの大石を調査されたところ、上部の6箇所に矢穴の列が発見

された。例えば、図版4－3右下の矢穴列の場合、長さ35mm～60mm、幅20～50mm、深さ30～70

mmの矢穴が30～50mmの間隔で7個並んでいる。同じ写真の上に見える矢穴列は長さ50mm～55mm、

幅30～35mm、深さ30～55mmの矢穴が45～110mmの間隔で横に6個並ぶ。矢穴の列は他に4箇所

あり、長さ、幅、深さ、間隔共にもっと大きな矢穴も認められた。これらの矢穴は明らかに石

を割るために穿たれたもので、この穴に「矢」と呼ばれる鉄の楔を掛矢（大きなハンマー）で

打ち込んで石を割るために掘られたが、何かの都合で放置されたと考えられる。

同様な矢穴列のある石は石垣A（第3図）の上の図と中の図の左下にも認められ、これらの

石が命主社の裏から運び出されたことを証拠立てている。　　　　　（出雲教　馬庭孝司）

付記

石垣実測は、花谷浩、景山真二、野坂俊之、杉原浩紀、遠藤正樹、高橋智也、坂本豊治、曽

田辰雄が行うと共に、株式会社トーワエンジニアリングにご協力を頂いた。遺物の実測◎浄書

は仁島ゆかり、遺構の浄書は吹野初子が行った。工事前の石垣写真は坂本豊治が撮影した。

『天保杵築惣絵図』の写真は、千家尊祐氏のご協力を得て掲載したものである。遺物について

は島根県埋蔵文化財調査センターの守岡正司氏、阿部賢治氏のご教示を得た。また、石垣工事

中の立会及び調査に際しては松浦造園株式会社にご協力いただいた。

本稿の作成に際して北島国造家をはじめ、関係のみなさまにご協力いただきました。記して

感謝いたします。

参考文献

出雲教（1998年）『北島国造家沿革要録』

出雲大社社務所（2001年）『出雲大社由緒略記』

佐草平安氏所蔵　『御造営日記』

関　和彦（1999年）「涼殿祭の始源」『出雲大社の祭礼行事一神在祭e古代新嘗祭e涼殿祭－』島根県古代

文化センタ一

千家尊祐氏所蔵　『天保杵築惣絵図』

大社町教育委員会（1991年）『大社町史』上巻

大社町教育委員会（2004年）『出雲大社境内遺跡』

馬庭孝司（2006年）「出雲大社寛文の造営と大八車」『大社の史話』第147号　大社史話全

馬庭孝司（2007年）「飼犬e勾玉は命主社の神器」『大社の史話』第151号　大社史話会

八鹿町教育委員会（1995年）『名草神社三重塔と出雲大社』
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三　三蔓≡三重幸吉三三≒

瑠　位置と環境

西谷横穴墓群（第9図）は、出雲市大津町の南部、島根県立出雲商業高校の東側に隣接し、

四隅突出型墳丘墓を中心とする国指定史跡西谷墳墓群が存在する丘陵と、その東側の古墳群が

集中する丘陵とに挟まれた南北にのびる谷に営まれている。従来、谷の西側で西谷横穴墓群第

1支群と第2支群が知られていたが、今回、初めて谷の東側で横穴墓群が確認された。

2　調査に至る経緯と経過

出雲市では、国史跡西谷墳墓群の総合整備の一環として、ガイダンス施設を兼ねる博物館

（出雲弥生の森博物館）の建設を進めている。その予定地は、周知の遺跡である西谷墳墓群の

範囲内にあることから、事前調査を実施した。

第9図　西谷墳墓群と調査地の位置（S＝1／2500）
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確認調査（平成19年（2007）9月～平成20年（2008）2月）

造成予定地内に16か所のトレンチを設定した（第10図）。1～3トレンチは谷部に設定し、

重機掘削とし、残りのトレンチは丘陵斜面に設定し、人力掘削とした。7トレンチからは、縄

文土器、石斧などが出土した。15トレンチからは、縄文土器、須恵器などが出土した。16トレ

ンチからは、横穴墓と考えられる遺構と須恵器が出土した。それ以外のトレンチからは、遺構◎

遺物は出土しなかった。

この結果をもとに協議をおこない、7トレンチ周辺については本調査をおこなうこととした。

また、15◎16トレンチ周辺は横穴墓の数と位置を確認するため、調査範囲を拡大することと

なり、14トレンチから北側の表土を重機掘削した後、人力で遺構精査を行い横穴墓と判断でき

る場所を10か所確認した（A地区）。

この結果をもとに協議をおこない、予定されていた駐車場の規模を縮小し、横穴墓群を保存

することとなった。

本調査（平成19年（2007）11月～平成20年（2008）2月）

7トレンチを中心に、5トレンチから8トレンチの問を重機により表土掘削したのち、人力

で遺構精査を行った（B地区）。遺構は確認できなかったが、遺物は少量出土した。出土遺物

は破片のみであることや、同一層に年代が異なる遺物が混在していることなどから、流れ込み

と判断し、記録保存とすることとした。

3　調査の概要

遺構について（第瑠00椚図、図版506）

A地区

横穴墓と考えられる場所を10か所確認した。横穴墓の通し番号は、A地区の北側にはまだ丘

陵斜面が続き、横穴墓が存在する可能性があるため、南から北に向けて通し番号をっけた。

1号横穴墓は標高32．2mから33．6mの範囲に位置し、平面長5．1mである。

2号横穴墓は標高31．8mから33．4mの範囲に位置し、平面長6．9m以上である。16トレンチで
註1

幅約3mの前庭部もしくは玄室を確認した。また、須恵器の蓋杯Gが2組、上下に重なり合っ

て出土している。

3号横穴墓は標高31．1mから32．9mの範囲に位置し、平面長5．1m以上である。

4号横穴墓は標高29．5mから32．3mの範囲に位置し、平面長6．7m以上である。前庭部の前面

端で須恵器の平瓶と杯Hの蓋が並んで出土している。

5号横穴墓は標高31．6mから34．0mの範囲に位置し、平面長5．5mである。

6号横穴墓は標高32．6mから34．2mの範囲に位置し、平面長3．0mである。

7号横穴墓は標高31．3mから32．9mの範囲に位置し、平面長2．9mである。

8号横穴墓は標高30．4mから31．2mの範囲に位置し、平面長1．6mである。

9号横穴墓は標高30．9mから32．8mの範囲に位置し、平面長4．8mである。

ー16－



第10図　調査地　全体図（S＝1／500）
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3　地山（黄褐色粘質土）

4　地山崩落土（黄褐色粘質土e礫風化土）（董道理土）

5　黄褐色粘質土（墓道理土）

6　地山（黄褐色粘質土◎礫）

7　黄褐色粘質土
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All抗（X＝－71000，375　Y＝55848．884）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」．＿」＿」＿」＿」＿＿　　　」

第月図　2号横穴墓遺構図および遺物出土状態図（S＝1／60◎S＝1／8）

10号横穴墓は標高30．6mから33．2mの範囲に位置し、平面長6．7m以上である。

B地区

遺構は確認できなかった。層序は、1層表土、2層褐色粘質土、3層黒褐色粘質土、4層地

山である。遺物は2層と3層から出土したが、時代が異なる遺物が混在して出土した。

遺物について

A地区（第日012図、図版7）

1～16は須恵器である。1～12までは遺構に伴うが、13～16は遺構に伴わない。

1～4は2号横穴墓に伴う須恵器である。これら4点は、同一地点で上下に重ねられた状態

で出土した。順番は上から、3を伏せた状態、4を伏せた状態、1、2の順である。1、2は

杯Gの蓋である。いずれも、天井部には乳頭状のつまみを持ち、口縁部はかえりをもっ。天井
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第12図　A地区　出土遺物実測図（S＝1／3）
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第13図　B地区　出土遺物実測図（S＝1／3）

部の調整は回転へラケズリである。1は口径10．4cm、高さ3．1cmで、2は口径10．6cm、高さ2．8

cmである。3、4は杯Gの身である。3は底部の周辺のみ回転へラケズリをはどこし、底はま

るい。4は底部全面に回転へラケズリをはどこし、底はたいらである。3は口径9．6cm、高さ

3．6cmで、4は口径9．4cm、高さ3．1cmである。この4点は、色調や器壁の厚みなどから、1と3、

2と4が一組になると考えられる。

5～12は4号横穴墓に伴う須恵器である。このうち、5と8は、同一地点から出土しており、

平瓶は口縁を下に向け横転した状態で、その上方から、杯Hの蓋が裏返しで出土した。

5～7は杯Hの蓋である。天井部はまるい。口縁部はまるく単純におさめる。5は口径10．0

皿、高さ3．8cm、天井部内面に一条のへラ記号がある。6は口径10．8cmである。7は天井部と

体部との境に回転へラケズリをはどこす。天井部外面に×状のへラ記号がある。

8は平瓶である。口径6．4cm、高さ17．4cm。底部は回転へラケズリ調整。内面には胴部と頸

部の接合痕が明瞭に残る。底部外面に一条のへラ記号が認められる。

9～11は壷である。9は肩部で、外面にカキ目が残る。10は胴部で、外面にカキ目が残る。

11は底部で、底部周辺に回転へラケズリをはどこす。

12は聾の胴部片である。

13～17は、1号横穴墓の西南方向に位置する15トレンチの下方から出土したものである。

13～16は須恵器で、杯Hの蓋と身である。13は蓋で、口径10．0cm、高さ3．2cm。14～16は身

である。14は口径9．4cm、高さ3．1cm。底部外周は回転へラケズリ。15は口径10．4cmで、外面の

一部に自然粕がかかる。16は口径約9．4cmで、外面の一部に自然柚がかかる。

17は縄文土器の深鉢である。口径約24．3cm。波状口縁で、孔が穿たれている。風化が著しい
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ため文様などは不明である。

B地区（第13図、図版8）

1は縄文土器の浅鉢の胴部破片と考えられる。沈線により文様を表現している。

2は土師器の底部で、底径約4．8皿。

3は磨製石斧で、刃部を欠損する。長さ11．5cm、幅4．7cm、厚さ3．4皿、重さ300gである。外

面には幅の狭い面取りが認められる。

4は砥石で、長さ7．1cm、幅8．2皿、厚さ3．1cm、重さ300gである。

5は右膝で、一部欠損する。長さ2．2cm、幅1．5cm、厚さ0．3cm、重さ0．5gである。石材は安

山岩である。

超　まとめ

今回の調査により西谷墳墓群内では3番目の横穴墓群を確認することが出来た。第3支群は

南北約30m、東西約15mの範囲に10穴の横穴が存在することが明らかになった。しかも調査地

の北側には、まだ丘陵斜面が続くことから、さらに横穴墓が増える可能性が高い。

また、横穴墓の時期は、出土した須恵器から出雲編年の6期にあたると考えられる。このこと

から、第2支群（3期～8期の須恵器が出土）と同時期に築造◎利用されていることがわかる。

さらに、縄文土器が2点出土している。いずれも文様の特徴から縁帯文土器と考えられるこ

とから、これらの時期は縄文時代後期前半頃に位置付けられる。

註

1須恵器の記述にあたっては、奈良文化財研究所の器種分類名を使用した。

参考文献

出雲市教育委員会（2007年）『西谷横穴墓群第2支群発掘調査報告書』

大谷晃二（1994年）「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集　島根考古学会

大谷晃二（2001年）「上石堂平古墳と出雲西部の横穴式石室」『上石堂平古墳群』平田市埋蔵文化財調査報

告書第8集　島根県出雲土木建築事務所e島根県平田市教育委員会

宍道正年（1974年）『島根県の縄文式土器集成』I
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三　三三三三三享三宝三

瑠　隠じめ臆

ひしずみのみや

日御碕神社は島根半島の西端、出雲市大社町日御碕に位置し、自派宮に天照大神を、神の宮

に素意鳴尊を祀っている。『出雲国風土記』や『延喜式』にも載る古社であり、社伝によると

神代の時代とされる安寧天皇13年に神の宮を、村上天皇天暦2年（948）に自派宮を現在地に

遷したと伝えられている。現在の社殿はともに徳川家光の命により、寛永21年（1644）松江藩

主松平出羽守直政の代に造営されたもので、当地方には珍しい権現造りである。昭和28年

（1953）には、社殿ほか5件27点が国の重要文化財に指定されている。

昭和42年（1967）には、防火水槽工事中に土師器◎須恵器◎備前焼などの破片が出土し、日

御碕神社境内に遺跡が存在することが確認された。その後、平成7年（1995）には、風向風速

計のポール設置工事に伴い土師器◎須恵器片が出土している。

2　調査の経緯

出雲市文化財課は市下水道建設課が計画する芋竜地区漁業集落排水整備事業について、埋蔵

文化財の事前調査の依頼を受けた。当地は周知の遺跡である日御碕神社境内遺跡の範囲内であっ

たが、排水路の計画幅が狭く遺構が確認されても発掘調査は難しい状況であったことから、路

第14図　日御碕神社境内遺跡平面図
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⊂＝］遺物確認

第15図　日御碕神社境内遺跡土層柱状図

肯
　
　
山

線の大部分を工事立会とし、重要文化財となっているうちの海に近い西鳥居周辺については、

鳥居下部構造を確認するために試掘とした。第1次調査として平成18年（2006）11月13日から

平成19年（2007）1月5日までA～I地点の調査をおこない、今回の第2次調査は、平成19年

（2007）4月4日にJ～N地点の調査を実施した（第14図）。

3　調査の概要

調査は排水路部分を工事立会にて実施した。調査の結果、日御碕神社南西鳥居の西側に位置

するK◎L地点、神社とは山を挟んだ西側のM地点、そして神社東側鳥居付近のN地点からは

遺物が出土しなかった（第15図）。前回調査と同様に神社社殿から離れた箇所は遺跡の範囲外

なのであろう。J地点からは、土器類、金属製品、木製品などの遺物が数十点出土した。しか

し、ほとんどは小破片で、判別できるもののうち実測可能な遺物を以下に示した。

4　出土遺物（第16017図、図版8）

J地点から土器類、金属製品、木製品が出土している。

1は、壷または肇の複合口縁部の破片である。口縁下端の稜は明瞭で鋭い。内外面ともにナ

デ調整が施される。弥生時代終末から古墳時代初頭のものであろう。

2、3は、土師質土器の杯または皿底部片で、内外面ともに回転ナデによる調整が施されて

いる。ともに風化が著しく、切り離しの手法は不明である。底径はともに約5cm。4は、土

師質土器の皿底部片であり、回転糸切りによって切り離されている。また底部には、文字の判

別はできないが墨書が見られる。内面は回転ナデ調整が施されている。
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5は、須恵器賓の破片である。内面は青海渡文の当て具痕がみえ、外面は平行タタキの後、

カキ目を施している。古墳時代後期のものと思われる。

6は、端反りの青磁碗で、端部は丸く仕上げている。復元口径は14．6cmである。内外面とも

に買入が入り、陰刻もみられる。口縁部外面に漆が付着している。15世紀のものと考えられる。

7は、鉄製の折釘。軸部の断面は方形。最大長10．3cm、軸部は0．5cmXO．7cmを測り、頭部

より5cm程のところで折れ曲がっている。重量は19．5gあり、建築用の釘であろう。

8は、板状の木製品の破片。残存長8．6cm、残存幅1．9cm、厚さ0．2cmを測り、容器の底板の

一部と思われる。

9は、銅製壷形の水滴である。口径0．75cm、胴部径2．9cm、底径2．7cm、高さ1．5cmを測る。

胴部が張り、わずかに上げ底である。厚さは底部付近が0．2cm、その他の部分は約0．1cm。水

孔は一つしかない。

水滴は中国では文机などに置かれるが、日本では硯箱に筆や墨とともに納められるのが主流

であり、硯箱の存在も伺える。同様の形状のものは、室町時代の梅唐草蒔絵文台硯箱（厳島神

社蔵◎重要文化財）や花鳥螺鋪文台硯箱（東京国立博物館蔵◎重要文化財）にある。今回出土

の水滴は掘削壁面崩落土中から発見されたため出土層位が不明確であり、また硯箱はより古い

時代の硯箱を模倣して作る例があるため、製作時期は不明である。
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第16図　J地点出土遺物実測図（S＝1／3）
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第17図　銅製水滴実測図（S＝1／2）
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5　まとめ

日御碕神社境内遺跡は昭和42年（1967）および、平成7年（1995）にいずれも神社参道脇に

位置する社務所周辺で遺物の出土が確認され、遺跡の広がりは未確認であった。

今回の調査は集落排水整備事業に伴う工事立会であったことから、広範囲にわたる地点で調

査を実施し、遺跡の広がりを把握することができた。

調査の結果から遺跡の南限は日況宮から約60m付近になるものと考えられる。文化10年

（1813）の『日御碕社分間惣地絵図』によれば、神社の南側には神撰田や町家があり、町家の

南側に位置する川との位置関係からも遺跡の範囲がこの付近まで及んでいると推定される。一

方、神社の西側についてもK◎L◎M地点では遺物が出土しないことから、遺跡の西限は広く

考えてもM地点東側の岩山からK◎L地点東側の鳥居付近までであろう。

遺物は弥生時代終末期以降の遺物が出土するが、中世には15～16世紀頃の遺物に中国製の奮

移品がある。この時期は日御碕神社が幕府◎守護権力と結び境内の拡大と自立化を進め、力を

持っていた時期でもある。今後、日御碕神社の歴史について考古学的見地から文献との整合性

を図っていく必要もあろう。

参考文献

大社町史編集委員会編（1991）『大社町史』上巻

大社町史編集委員会編（1995）『大社町史』下巻

大社町史編集委員全編（2002）『大社町史』史料編（民俗e考古資料）

出雲市教育委員会（2007）『出雲市埋蔵文化財発掘調査報告書』第17集

宗教法人　日御碕神社（2006）『重要文化財　日御碕神社日況宮本殿他十二棟　保存修理工事報告書』

日御碕神社所蔵（1813）『日御碕社分間惣地絵図』

ー26－



区 片后



北島国造家石垣（1）

1　石垣A（南西から）

2　石垣A（南東から）
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図版2　北島国造家石垣（2）

－、

1　大門・石垣A（南西から） 2　石垣A（南から）

3　石垣B（西から） 4　四脚門・石垣C（南から）



北島国造家石垣（3）図版3
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2　石垣A（出土遺物）



図版4　北島国造家石垣（4）

石垣A根石

3　石切場2



西谷横穴墓群（1）図版5

1　第3支群　全景（西から）

2　第3支群　全景（南西から）



図版6　西谷横穴墓群（2）

1第3支群　第16トレンチ　全景（南西から）

2　第3支群　4号横穴墓　遺物出土状態（南西から）



西谷横穴墓群（3）図版7
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第3支群　出土遺物（1）



図版8　西谷横穴墓群（4）、日御碕神社境内遺跡

1第3支群　出土遺物（2）

2　日御碕神社境内遺跡　出土遺物
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中世

須恵器、土師器 園を確認。
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